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ります。はい。〔★３回目の強調〕  14:11 
これらの要素によって、えー、最後は、人々が 
この魅力にどんどんひきつけられて、通りに集
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2005 年 10 月 16 日。） 
※なお、下記に当日の講演のテープ起こし記録
が存在している。 















な普及（日本の 80 医学部中 60 以上の大学です
でに行われているという）、学部 4 年終了時の





















































































討－」（平成 18 年度～20 年度、課題番号：18330 
 105。研究代表者：樫田美雄）他を用いている。
なお、この科研費は、内容的にもメンバー的にも
平成17年度までの文科省科研費「医学教育のエス
ノメソドロジー」（基盤研究（B））を引き継い
で行われている。その成果としては［Fujimori・
Kashida・Okada・Terashima 2007］ほかを参照せよ。 
(6)調査対象者の匿名性保持のため固有名詞等に関
 
 
しては、分析に影響のない範囲で変更を加えてあ
る場合がある。なお論文内データの処理に関して
疑義がある研究者のかたには、守秘の誓約等をし
て頂いたうえでデータへのアクセスを認めるこ
とを検討している。 
(7)PBL（Problem-based learning=問題基盤型学習）と
は、「患者の事例の中から問題を見つけ出し、そ
の問題をてがかりに、学習を進めてゆく学習方法」
（吉田・大西編、2004:3）である。医学部では通
常、少人数（5～8 人）の学生集団がチューターの
陪席のもとで、自主的に学習することを言う。な
お、チュートリアルにおける「問題」が患者にと
っての問題なのか、学習者にとっての問題なのか、
チューターの陪席の仕方に関して、それは原則と
して傍観者なのか、介入者なのか、については議
論がある。なお、ハワイ大式では、いささか介入
の程度が高いことが期待されているようであっ
た。 
(8)これは、見方をかえれば、「新しい集団語の人工
的創造プロセス」と見なすこともできるだろう。
社会言語学の立場から、「集団語」研究における
「ことば」概念を、語彙水準の特徴把握にとどま
らせずに「音声的特徴やパラ言語や非言語行動」
まで含めることの可能性の豊かさを主張した論
考としては［村中、2006］がある。 
(9)建ぺい率とは、敷地面積に対する建築面積の割
合のことであり、都市計画では用途地域と対応
させて建ぺい率が指定される。定義が示す通り
建ぺい率は、集団的には、建物の密度、すなわ
ち建て詰まり感を示す指標であり、ひろく言え
ば、心地よさを構成する指標の一つであるとも
いえよう。 
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